微生物部（他誌発表論文） by unknown
アイヌ民族が伝統的に食用としたエゾエンゴサク，オオウバユリなど16種の植物について，そのアイヌ語名，利用部
位，利用法，現在の利用法，試食評，成分，薬事法上の規制などを記し，食出としての可能性を考察した．
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第8報）ウペウおよびイワニンジン
　姉帯正樹，村木美幸1），本田優子’），安田千夏1）
　アイヌ民族博物館研究報告，8，23－33（2004）
　アイヌ民族がウペウまたはイワニンジンと称して薬用としたセリ科植物について，文献調査した．一部は現地にて現物
　を入手，センキュウ，ホソバトウキ，ハマボウフウと同定し，薬用資源としての可能性を考察した．
　1）圃アイヌ民族博物館
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第9報）キナライタの“白いいも”
　姉帯正樹，本田優子1），村木美幸1｝
　アイヌ民族博物館研究報告，8，35－41（2004）
　アイヌ民族が，血便を伴う下痢の際の特効薬としたキンミズヒキ（バラ科）の根に付く白いいもについて調査した．
　“いも”と称されるものは越冬芽であることを明らかにし，その医薬品としての可能性について考察した．
　1）爾アイヌ民族博物館
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第10報）　ブイの食材としての可能性について
　姉帯正樹，菱田敦之1），細川敬三2），本田優子3），村木美幸3），小川　広
　アイヌ民族博物館研究報告，8，43－47（2004）
　アイヌ民族がプイと称して食用としたエゾノリュウキンカ（キンポウゲ科）の根について，デンプン，糖及びポリフェ
　ノール含量，抗酸化活性，食味等に検討を加え，新しい食詰としての可能性を探った．
　1）国立医薬品食品衛生研究所筑波薬用植物栽培試験場，2兵庫大学健康科学部，3）爾アイヌ民族博物館
0アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第11報）　トゥレプからのデンプン採取と加工処理
　姉帯正樹，本田優子1），村木美幸1）
　アイヌ民族博物館研究報告，8，49－55（2004）
　アイヌ民族がトゥレプと称したオオウバユリの鱗茎からデンプンを採取し，さらに，伝統的なオントゥレプ工程に検討
　を加えた．“オン”前後のデンプン収量，乳酸含量などを比較し，その過程を科学的に考察した．
　1勧アイヌ民族博物館
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第12報）　シケレペキナの形態学的，化学的および薬理学的研究
　姉帯正樹，高谷芳明1），安田成衣子1），土井雅津代1），村木美幸2），本田優子2）
　アイヌ民族博物館研究報告，8，57－66（2004）
　アイヌ民族が伝統的に保存食としたシケレペキナ（ヒメザゼンソウの茎葉）はシュウ酸カルシウムの針状晶を含有する
　が，煮込むことによってえぐみが軽減し，、食べやすくなる．その原因を，主として形態学的に考察した．
　1）名城大学薬学部，2側）アイヌ民族博物館
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第13報）　ツルニンジンおよびバアソブの試作栽培と栄養成分分析
　姉帯正樹，南　　収，本田優子1），村木美幸1）
　アイヌ民族博物館研究報告，8，67－73（2004）
　アイヌ民族にとって重要な食料であったツルニンジン及びバアソブを試作し，その塊根を栄養成分分析に供した．とも
　に味はよく，ビタミンE及び鉄含量が高く，栄養的にも優れていることが明らかになった．
　1働アイヌ民族博物館
微生物部
○肝臓における銅毒性について：ヒトウィルソン病モデル動物LECラットを用いた解析（総説）
　Hepatic　Copper　Toxicity：LEC　Rats　as　an　Animal　Model　of　Human　Wilsoゴs　Disease
　林正信1），遠藤大ニエ），中山憲司，奥井登代
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Masanobu　HAYAsHI，　Daiji　ENDoH，　Kenji　NAKAYAMA　and　Toyo　OKuエ
獣医生化学，40（1），1－8（2003）
LECラットの肝臓では4週齢から週齢に伴って銅，鉄濃度の増加が認められた．しかし4週齢からの低銅食の給餌に
よって銅の蓄積が，低馬食によって鉄の蓄積が減少した．肝細胞のコメット法によるDNA損傷の生成解析では，4
～15週齢においてLECラット島細胞にDNA切断が認められ，週齢に伴って増加した．低銅食でDNA切断が抑制さ
れ，低面食ではDNA切断は減少せず，　DNA損傷の原因は銅の蓄積が主原因であることが示唆された．
1〕酪農学園大学獣医学部
OProduction　of　Age－related　DNA　Strand　Breakage　in　Brain　Cells　of　Senescence－acce［erated　Prone（SAMP1）Mouse
　Masanobu　HAYAsHI1），　Koga　NlsHIDA1），　Daiji　ENDoH1）and　Toyo　OKuI
　Exp．　Anim．，52（4），353－357（2003）
　老化促進マウスであるSAMP　1と非老化促進マウスSAMR　1の脳，肝臓及び腎臓の細胞のDNA切断をコメット法で
　解析した結果，SAMR　1では4から15カ月齢で変化は認められなかったが，　SAMP　1では8～15カ月齢にかけて月
　齢に伴って，DNA切断の増加が観察された．しかし，肝臓と腎臓の細胞では，　SAMP　1及びSAMR　1とも4から15
　カ月齢においてDNA切断の増加は認められず，一定であった．
　η酪農学園大学獣医学部
Olnhibition　of　Replication　lnduces　Non－apoptotic　Cell　Death　in　Flbroblast　Cell〕nes　Derived　from　LEC　Rats
　Masanobu　HAYAsHI／），　Taku　NIsHIDAI），　Daiji　ENDoH1），　Reiko　SHIMoJIMAI）and　Toyo　OKuI
　J．Vet．　Med．　Sci．，65（2），249－254（2003）
DNAの複製を阻害するHUに対してLECラット細胞はWKAH細胞より高い感受性を示したが，　HU誘発アポトー
　シスには大きな違いは認められなかった．LEC細胞はDNA合成阻害剤であるアフィジコリンにも高い感受性を示し
　た．Hu誘発p53の発現量は両細胞の問で違いは認められなかったが，　HU処理6時間後，　LEC細胞では有意にp53
　のタンパク量が減少した．HU存在．下でX線照射すると，　X線のみに比べ，　LECラット細胞では大きく減少した．
　U酪農学園大学獣医学部
Oidentification　of　the　interleukin　4　Receptor　Alpha　Gene　as　a　Direct　Target　for　p73
　Yasushi　SAsAKII），　Hiroaki　MITA1），　Minoru　ToYoTA1），　Setsuko　IsHIDA，　Ichiro　MoRIMoTo1），　Toshiharu　YAMAsHエTA1），
　Toshihiro　TANAKA2），　Kohzoh　IMAI1），　Yusuke　NAKAMuRA2）and　Takashi　ToKINo1）
　Cancer　Res．，63（23），8145－8152（2003）
　いくつかのヒト癌細胞において，インターロイキン4　レセプターα（IL　4　Rα）遺伝子が，　p53ファミリーの一つで炎
　症反応や恒常性維持にかかわると考えられているp73により転写活「生化することを見出した．
　1）札幌医科大学医学部，2康京大学医科学研究所
Olnduction　of　Tenascin－C　by丁umor－specific　EWS－ETS　Fusion　Genes
Goichi　WATANABEエ），　HirQyuki　NIsHIMoRll），　Hideto　IRIFuNE1），　Yasushi　SASAKI1），　Setsuko　IsHIDA，　Hitoshi
ZEMBuTsu2），　Toshihiro　TANAKA2），　Satoshi　KAwAGucHI1），　Takuro　WADA1），　Jun－ichi　HATA3），　Moriaki　KusAKABE4），
　Koichi　YosHIDAI），　Yusuke　NAKAMuRA2）and　Takashi　ToKINo1）
　Genes　Chromosomes　Cancer，36（3），224－232（2003）
　ユーイング肉腫に特異的な染色体転座によってEWS－ETS融合遺伝子が形成されるが，この融合遺伝子が細胞外マト
　リックスグリコプロテインであるテネイシンCの転写を制御する機構について解析した．
　’）札幌医科大学医学部，21東京大学医科学研究所，3）慶応義塾大学医学部，4｝ANB筑波研究所
OVaccination　against　Cestode　Parasites：Anti－helminth　Vaccines　That　Work　and　Why
M．W．　LIGHTowLERs1），　A。　L．　CoLEBRooK1），　C．　G．　GAucI1），　S．　M．　GAucI1），　C．　T．　KYNGDON1），　J．　L．　MoNKHousE1），　C．
　VALLEJo　RoDRIQuEz1＞，　A，　J．　READ1），　R．　A．　RoLFE1）and　C．　SATo
　Veterinary　Parasitology，115（2），83－123（2GO3）
　一般の蠕虫類に対するワクチンの開発は制限された成功しか収めていないが，羊条虫，無鉤条虫及び単包条虫について
　は，有効なリコンビナントワクチンが開発されてきた．この論文ではこれらのワクチン開発の基礎を形作るテニア条虫
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における宿主一寄生虫体関係及び開発に成功した理由について検証した．
llThe　University　of　Melbourne，　Veterinary　Clillical　Centre
○学校給食で提供されたパンを原因としたノロウイルスによる食中毒事例一北海道
　三好正浩，吉澄志磨，佐藤千秋，奥井登代，鹿野健治1），伊藤宏達1），中本あつさ1），古崎典子1），紀伊　勤1），虻川
　裕1），古川保雄ユ）
　病原微生物検出情報，24（12），315－316（2003）
　2003年1月24日に道内A町小中学校で発生した集団食中毒事例について調査及び検査結果をまとめ，報告した．本事
　例では，患者，給食センター調理従事者及びパン製造施設従事者の糞便及び給食で提供されたきなこねじりパンの遺伝
　子検査においてノロウイルス遺伝子が検出された．検出された遺伝子の塩基配列を解読した結果，全て一致したことか
　ら，本事例は，ノロウイルスに汚染された給食のパンが引き起こした集団食中毒事例であると判断された．
　D北海道釧路保健所
生物科学部
OHeterogeneity　in　Residual　Function　of　MeCP2　Carrying　Missense　Mutations　in　the　Methyl　CpG　Binding　Domain
　Shinichi　KuDo，　Yoshiko．NoMuRA1），　Masaya　SEGAwA1），　Naoyuki　FuJITA2），　Mitsuyoshi　NAKAo2），　Carolyn　ScHANEN3）
　and　Masahide　TAMuRA
　J．Med。　Genet．，40，487－493（2003）
　レット症候群患者でみられたMeCP　2原因遺伝子変異の影響を培養細胞系で機能解析し，変異影響の度合いと患者の
　症状の軽重との関係を検討したところ，一部の変異で相関がみられた．
　1｝Segawa　Neurological　Clinic　for　Children，2）Kumamoto　University　School　of　Medicine，3）Alfred　I　duPont　Hospital　for　Children
OSilencing　Effect　of　CpG　lsland　Hypermethylation　and　Histone　Modifications　on　O6－Methylguanine－DNA
　Methyltransferase（MGMT）Gene　Expression　in　Human　Cancer
Tetsuli　NAKAGAwAcHエ1），　Hidenobu　SoEJエMA1＞，　Takeshi　URANo2＞，　Wei　ZHAo1），　Ken　HIGAsHIMoTo1），　Yuj　i　SAToH1），
　Shiroh　MATSuKURA1），　Shinichi　KuDo，　Yoshihiko　KITAJ工MA3），　Haruhito　HARADA4），　Koichi　FuRuKAwA2），　Hideki
　MATSuzAKI‘），　Mitsuru　EMI6），　Yusaku　NAKABEppu7），　KQhji　MIYAzAKI3），　Mutsuo　SEKIGucHI8＞and　Tsunehiro　MuKAI1｝
　Oncogene，22，8835－8844（2003）
　癌抑制遺伝子の一つMGMT遺伝子は一部の癌細胞で活動を停止しているが，その原因に転写調節領域のメチル化と
　ピストン修飾によるエピジェネティックな機構が関与していることが判明した．
　1）Departmellt　of　Biomolecular　Sciences，　Saga　Medical　School，2）Nagoya　University，3）Department　of　Science，　Saga　Medical　School，4）InternationaI
　Medical　Center　of　Japan　Research　Ins亡itute，5）Har加ユa　Institute　at　Sprlng－8，6｝Nippon　Medfcal　Schoo1，7）Kyushu　University，8）Biomolecular
　Engineering　Research　Institute
○エピジェネティックスと発生異常
　Epigenetics　and　Developmental　Anormalies
　工藤伸一，中尾光善1）
　Shinichi　KuDo　and　Mitsuyoshi　NAKAo
　分子細胞治療，2，476－482（2003）
　エビジェネティックな遺伝子調節機構の異常によっておこる代表的な疾患として重度の精神発達遅滞を伴うレット症候
　群を取り上げ，最近の分子遺伝学な研究の進歩について概説した．
　1熊本大学発生医学研究センター
OSpontaneous　ECL　Cell　Carcinomas　in　Cotton　Rats：Natural　Course　and　Prevention　by　a　Gastrin　Receptor　Antago・
　nist
　Tom　C．　MARTINsEN1），　Shiro　KAwAsE，　Rolf　HAKANsoN2），　Sverre　H．　ToRp3），　Reidar　FossMARKユ），　Gunnar　QvIGsT1），
Arne　K．　SANDvIK1）and　Helge　L　WALDuM1｝
　Carcinogenesis，24（12），1887－1896（2003）
　胃腫瘍モデルであるコトンラット雌に，ガストリン受容体の拮抗剤を皮下注射したところ，腫瘍の発生率が有意に低下
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